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災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー

in
栃
木 

開
催
報
告

栃木県
平
成
31
年
１
月
21
日
（
月
）、
と
ち
ぎ
生
き
が

い
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
て
、
栃
木
県
と
当
協
会
主

催
に
よ
る「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
in
栃
木
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
に
主
催
者
を
代
表
し

て
、
栃
木
県
県
民
生
活
部
の
石
松
危
機
管
理
監
と

当
協
会
の
廣
澤
事
務
局
長
が
挨
拶
し
、
続
い
て
認

定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
代
表
理
事
の
栗
田
暢
之
氏
に
よ
る
「
災
害

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～
相
次
ぐ
災
害
の
現
場
か
ら
」

と
題
す
る
講
演
と
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
チ
ー
ム
か
ぬ
ま
」

代
表　

山
ノ
井 

濱
市 

氏

　

東
日
本
大
震
災
等
被
災
地
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
自
身
の
体
験
を
踏
ま
え
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
気
軽
に
参
加
す
る
こ
と
の
勧
め
に
つ
い
て
お

話
し
頂
い
た
。

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

代
表
理
事　

栗
田 

暢
之 

氏

自
助
・
共
助
の
大
切
さ
、
今
後
起
こ
る
で
あ
ろ

う
災
害
に
対
す
る
災
害
対
応
力
と
し
て
の
個
人
の

備
え
、
地
域
の
絆
の
重
要
性
等
を
講
演
頂
い
た
。

熊
本
地
震
等
、
被
災
現
場
の
状
況
も
紹
介
さ
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
め
ぐ
る
課
題
や
問
題
点
を
浮
き
彫

り
に
さ
れ
た
。

災
害
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

～
相
次
ぐ
災
害
の
現
場
か
ら

基
調
講
演

13
：
40
〜
14
：
40

私
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
談

～
自
分
な
り
の
支
援
の
か
た
ち

事
例
発
表

14
：
50
〜
15
：
20

社
会
福
祉
法
人
鹿
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

主
査
事
務
員　

柴
田 

貴
史 

氏

　

社
協
で
の
業
務
経
験
と
自
身
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
を
通
じ
て
育
ま
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
考

え
を
お
話
し
頂
い
た
。

誰
で
も
で
き
る
支
援
の
和

～
被
災
地
で
学
ん
だ
大
切
な
こ
と

事
例
発
表

15
：
20
〜
15
：
50

山ノ井 濱市 氏
東日本大震災を機に災害ボランティアに関わる。被災地支援や鹿沼市
内でのボランティア活動を目的に平成 24 年、災害ボランティアグルー
プ「チームかぬま」を設立し、平成 30 年まで宮城県の石巻市や山元町、
福島県南相馬市において支援活動を続ける。その他、全国各地の豪
雨災害でも支援活動を行っている。

柴田 貴史 氏
栃木県宇都宮市生まれ。平成 5 年の北海道南西沖地震をきっかけに
ボランティア活動に興味をもち、高校在学中、阪神・淡路大震災を機
にボランティアを実践的に始める。平成 13 年、鹿沼市社会福祉協議
会に入職。認定 NPO 法人とちぎボランティアネットワーク災害担当
理事、とちぎ災害ボランティア実践プロジェクト座長も務める。
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